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改 善 箇 所 説 明 図 ② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
改善の内容 
全車両、ブレーキブースターの製造番号を確認し、該当するものはブレーキブースターを良品と交換す

る。 

 
注：図中の     内は確認、交換する部品を示す。 
 
識別：ブレーキブースターに貼付されているラベル上部に、白または黄色のペイントを塗布する。 
 

ブレーキブースターのブレーキアシスト機構（※）を構成するスイッチスリーブの組付け工程が不適切

なため、当該部品に亀裂が発生しているものがある。そのため、ブレーキアシスト機構が作動した際に、

スイッチスリーブの爪が折損し、ブレーキペダルが戻らず発進できなくなるおそれがある。 
（※）ブレーキアシスト機構：ブレーキペダルの踏み込み速度と踏み込む力によって、緊急時を判断し、ブレーキ液圧を

高めてより強いブレーキ力を発生させる機構 

基準不適合発生箇所 

ブレーキブースター 
スイッチスリーブ 


